
状 態表示区分

・堤防等河川管理施設の機能に支障が生じていない健全な状態（施設の機能に支障が生じていない軽微な変状を含

む）

異状なし
（機能支障なし）

・堤防等河川管理施設の機能に支障が生じていないが、進行する可能性のある変状が確認され、経過を監視する必

要がある状態（軽微な補修を必要とする変状を含む）

要監視段階
（機能支障なし）

・堤防等河川管理施設の機能に支障が生じていないが、進行性があり予防保全の観点から、対策を実施することが望

ましい状態

・詳細点検（調査を含む）によって、堤防等河川管理施設の機能低下状態を再評価する必要がある状態

予防保全段階
（機能支障なし）

・堤防等河川管理施設の機能に支障が生じており、補修又は更新等の対策が必要な状態

・詳細点検（調査を含む）によって機能に支障が生じていると判断され、対策が必要なものも含む

措置段階
（機能支障あり）

点検結果評価の概要【河川】

各施設については、下記区分の評価の結果に応じて、修繕等のその対策の要否・方法等を判断していく。

堤防

機能変状の評価結果の割合【R7出水期前点検】

点検結果評価区分

・なお、上記の区分はその施設が元々有している機能に対する評価であることから、評価区分と、洪水に対する安全性は必ずしも一致しません。
（例えば、堤防が未完成で低い場合には、評価区分が「異状なし」であっても、洪水に対する安全性は必ずしも高いとは限りません。）

（
健
全
度
）

高

低

：異状なし ：監視段階 ：措置段階

樋門 水門 堰

：異状なし ：要監視段階 ：予防保全段階 ：措置段階

中小河川

直轄河川

10.2
%

58.3
%

31.5
%

国管理河川
8,210施設

5.0
%

54.3
%

40.7
% 国管理河川

L=14,533.0km

5.3
%

51.4
%

43.3
% 国管理河川

360施設

8.4
%

49.6
%

42.0
% 国管理河川

119施設



点検結果評価の概要【河川】
機能変状の評価結果の割合【R7出水期前点検】

：異状なし ：監視段階 ：措置段階

：異状なし ：要監視段階 ：予防保全段階 ：措置段階

中小河川

直轄河川

10.2
%

58.3
%

31.5
%

国管理河川
8,210施設

5.0
%

54.3
%

40.7
% 国管理河川

L=14,533.0km

5.3
%

51.4
%

43.3
% 国管理河川

360施設

8.4
%

49.6
%

42.0
% 国管理河川

119施設

堤防 樋門 堰水門

60.5
%

39.5
%

県管理河川
256施設

39.2
%

60.8
%

県管理河川
576施設

34.8
%

65.2
%

県管理河川
15,407施設

49.4
%

50.6
%

県管理河川
L=43,923.7km

19.8
%

80.2
%

政令指定都市
管理河川
L=128.5km

46.9
%53.1

%

政令指定都市
管理河川
49施設

21.4
%

78.6
%

政令指定都市
管理河川
14施設

30.0
%

70.0
%

政令指定都市
管理河川
10施設

※出水期前点検において措置段階の施設について、公表時点までに対策を実施した場合、対策実施後の評価を記載しています。
※県（都道府県）管理河川及び政令指定都市河川について、点検結果による総合的な評価を実施した施設の評価結果を記載しています。


